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一時は、身の丈よりも堆くなっていた除雪の

山も、ここ数日の好天ですっかり小さくなりま

した。ほんの２～３週間前まで、大変な思いを

した地域・方々が多かった「あの」豪雪です

が、「喉元過ぎれば熱さ忘れる」のとおり、春

の日差しに心身ともに癒されています。

人間の暴走＝地球温暖化と考えられています

が、一方で周期的に大変動する太陽の活動がこ

れから数十年間は低迷期になるという観測研究

もあり、この説によると地球は逆に寒冷化する

そうです。

いったいどちらの説が正しいのやら。両方と

もに正しい場合、太陽の活動が低迷し、地球を

加熱する熱源が小さくなるが、その分温暖化ガ

スの影響で、保温され結果的に太陽の影響は相

殺される。という結果がもっとも好都合です。

果たしてそうなるのかは未だ誰も分からない

のでしょう。ただ、近年の異常気象は、人間の

経済活動の影響であることは間違いが無く、そ

うすると、全体的・平均的な天候条件（気温変

動など）は、あまり変わらないものの、ゲリラ

豪雨・豪雪、巨大台風の発生と襲来は、より激

しく極端化していくかも知れません。

また、ここのところ、地震・噴火も活発化し

ているような印象です。巨大な噴火は、上空に

細かな火山灰を大量に吹き上げるため、ただで

も弱りはじめている日光を遮り、その影響は全

地球に及びます。こうなると、人智の及ばない

太陽と地球の両方からの板ばさみに陥るわけ

で、暖を取るためのエネルギー源の争奪戦は、

個人から国家に至るまで、広い範囲で経済活動

に大きな影響を与える可能性があります。

このような事態が訪れてからでは、後の祭り

です。国家や民族間で争うことが許されている

ような状況では到底なく、地球規模での協力体

制構築が急がれると思うのですが…（は）

編集室から

このニュースは、計画に携わる若手の技術
者を育てることを目的に発行を始めました。

その後、計画という仕事の内容や、普段、
計画マンがどのようなことを考えているのか
などに触れて、少しでも業界を知っていただ
ければと考えて編集しています。

長野県松本市にて

by ham a

弥弥弥 生生生本ニュースにレギュラー

執筆していただいている

川畠さんが「能登だらぼ

ち」を引き受けて改装開

店されました。

上京された際、ご利用になってみてください。

のと だらぼち

03-5537-3078

17:00～23:00 日曜祝休

中央区銀座8-4-27

プラーザ銀座ビル地下１階

(銀座外堀通りasics前)



濱
の
つ
ぶ
や
き

『

百
年
の
計

』

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ
て
い
る
「
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
」
を
、
昨

年
末
に
読
ん
だ
。
同
書
を
勧
め
て
い
た
だ
い
た
方
へ
の
御
礼
と
し
て
同

書
の
超
要
約
を
レ
ポ
ー
ト
形
式
に
ま
と
め
て
お
渡
し
し
た
と
こ
ろ
、
そ

の
解
説
セ
ミ
ナ
ー
を
是
非
に
と
依
頼
し
て
頂
い
た
。

分
厚
い
同
書
を
敢
え
て
三
点
の
要
点
に
集
約
す
る
と
、

①
人
間
の
寿
命
は
世
界
的
に
百
歳
ま
で
伸
び
る

②
こ
れ
ま
で
の
三
段
階
型
人
生
モ
デ
ル
は
破
綻
す
る

③
充
実
し
た
百
年
を
生
き
切
る
に
は
「
生
き
方
の
改
革
」
が
必
要
で
あ
る

と
な
る
と
思
う
。

三
点
目
は
さ
ら
に
、

③
・
①
そ
れ
は
、
複
数
の
異
局
面
を
渡
り
歩
く
モ
デ
ル
へ
の
転
換
で

③
・
②
人
生
の
大
転
換
に
向
き
合
う
意
思
と
能
力
が
要
る

③
・
③
人
生
の
大
転
換
に
必
要
な
の
は
三
つ
の
無
形
資
産
で
あ
る

と
い
う
。

同
書
の
「
ラ
イ
フ
シ
フ
ト
」
を
「
生
き
方
の
改
革
・
人
生
の
大
転
換
」

と
意
訳
し
た
。
シ
フ
ト
に
は
、
こ
れ
ま
で
と
全
く
異
な
る
や
り
方
・
方
針

に
変
え
る
と
い
う
意
が
あ
る
。

二
点
目
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
れ
ま
で
の
三
段
階
型
人
生
モ
デ
ル
と

は
、
学
習
期
↓
労
働
期
↓
引
退
期
の
三
段
階
を
単
線
的
に
こ
の
順
で
な

ぞ
る
生
き
方
で
あ
る
。
人
生
八
十
年
だ
と
、
約
四
十
年
間
の
労
働
期
で
貯

蓄
し
、
約
十
～
二
十
年
間
の
引
退
期
の
生
活
資
金
を
稼
げ
ば
良
か
っ
た
。

し
か
し
、
人
生
の
後
半
で
寿
命
が
さ
ら
に
二
十
年
延
長
さ
れ
る
と
、
引

退
期
は
三
～
四
十
年
に
も
な
る
。
仮
に
定
年
後
も
働
い
た
と
し
て
も
は

伸
ば
し
て
精
々
五
～
十
年
止
ま
り
。
引
退
期
は
、
二
～
三
十
年
と
な
り
、

こ
れ
ま
で
の
二
～
三
倍
に
及
ぶ
。
こ
れ
で
は
幾
ら
貯
蓄
し
て
も
悠
々
自

そ
ろ
そ
ろ
糖
質
の
話
も
、
終
わ
り
が
近
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
ま
ず
麺
類
と
パ
ン
に
つ
い
て
触
れ
て
最
後
に
食
物
繊
維
で

締
め
く
く
る
予
定
で
し
た
が
、
逆
の
方
が
話
を
進
め
や
す
い
の

で
、
入
れ
替
え
て
食
物
繊
維
を
先
に
し
ま
す
。
食
物
繊
維
の
話

を
す
る
に
は
、
腸
内
細
菌
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
食
物
繊
維
は
、
腸
内
細
菌
の
解
明
が
進
ん
だ
お
か
げ
で
、

健
康
や
疾
病
に
関
わ
る
重
要
な
因
子
と
し
て
一
躍
脚
光
を
浴
び

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
食
物
繊
維
に
よ
っ
て
、

腸
内
に
生
息
す
る
細
菌
の
種
類
と
数
が
大
き
く
影

響
を
受
け
る
事
が
判
っ
た
か
ら
で
す
。
ま
ず
は
ヒ

ト
の
消
化
管
に
つ
い
て
の
説
明
を
細
菌
と
絡
め
て

進
め
て
い
き
ま
す
。

口
か
ら
肛
門
に
至
る
一
本
の
管
で
あ
る
消
化
管

は
、
山
に
開
け
ら
れ
た
ト
ン
ネ
ル
と
同
じ
で
、
ヒ
ト
の
体
内
を

外
部
の
空
間
が
貫
通
し
て
い
ま
す
。
健
康
な
ヒ
ト
の
体
中
に
細

菌
は
存
在
し
ま
せ
ん
が
、
消
化
管
の
中
は
外
界
な
の
で
、
い
ま

判
っ
て
い
る
だ
け
で
も
千
種
類
以
上
で
約
百
兆
個
に
も
の
ぼ
る

細
菌
が
生
息
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ト
の
細
胞

数
は
約
六
十
兆
個
で
す
か
ら
、
は
る
か
に
上
回
る
数
で
す
。
そ

し
て
消
化
管
の
部
位
に
よ
っ
て
、
細
菌
の
生
息
状
況
は
全
く
異

な
っ
て
い
ま
す
。
口
の
中
と
胃
の
中
は
、
唾
液
と
胃
酸
で
強
力

に
殺
菌
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
胃
酸
の
殺
菌
作
用
は
極
め
て
強

力
で
、
唾
液
中
に
含
ま
れ
る
細
菌
数
を
更
に
千
万
分
の
一
ま
で

激
減
さ
せ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
十
億
個
の
乳
酸
菌
を
食
べ

て
も
腸
の
届
く
の
は
百
個
ほ
ど
、
と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。

胃
の
中
で
食
物
は
ド
ロ
ド
ロ
に
溶
か
さ
れ
ま
す
か
ら
、
溶
け

残
っ
た
わ
ず
か
の
食
物
内
に
紛
れ
込
ん
だ
細
菌
が
恐
ろ
し
い
殺

し
屋
の
目
を
逃
れ
て
奇
跡
的
に
生
き
延
び
る
、
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
厳
し
い
関
門
を
く
ぐ
り
抜
け
た
先
に
あ

る
小
腸
は
、
胆
汁
と
い
う
曲
者
こ
そ
居
る
も
の
の
、
一
転
し
て

栄
養
と
酸
素
に
恵
ま
れ
た
暖
か
く
湿
潤
で
平
和
な
空
間
で
す
。
こ
こ
で

細
菌
は
一
気
に
増
殖
し
ま
す
。
数
メ
ー
ト
ル
あ
る
長
い
小
腸
の
中
で
、

酸
素
は
細
菌
群
に
よ
っ
て
消
費
さ
れ
、
栄
養
分
は
ヒ
ト
の
体
内
に
吸
収

さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
先
に
あ
る
の
が
大
腸
で
す
。

い
ま
判
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
ヒ
ト
の
大
腸
の
中
は
こ
ん
な
世
界
の

よ
う
で
す
。
地
球
上
で
最
も
酸
素
が
少
な
く
、
光
も
届
か
な
い
闇
の
世

界
で
、
一
般
的
な
栄
養
源
で
あ
る
ブ
ド
ウ
糖
や
ア
ミ
ノ
酸
な
ど
は
既
に

小
腸
で
あ
ら
か
た
吸
収
さ
れ
、
大
腸
ま
で
流
れ
て
く
る
の
は
ヒ
ト
が
自

力
で
分
解
も
吸
収
も
で
き
な
い
食
物
繊
維
く
ら
い
で
す
。
そ
ん
な
空
間

の
中
で
も
、
細
菌
は
さ
ら
に
増
え
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
細
菌
が
、
①

多
様
で
あ
り
②
構
造
が
簡
素
で
あ
り
③
分
裂
が
早
い
か
ら
で
す
。
ヒ
ト

に
限
ら
ず
多
細
胞
生
物
は
、
酸
素
が
な
い
と
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
れ
は
全
て
の
多
細
胞
生
物
が
、
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
内
の
Ｔ
Ｃ
Ａ

回
路
で
酸
素
を
使
っ
て
ブ
ド
ウ
糖
を
完
全
燃
焼
さ
せ
て
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

産
生
す
る
と
い
う
統
一
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム
を
持
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

し
か
し
細
菌
は
多
様
で
す
か
ら
、
酸
素
な
し
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
作
っ
て

し
ま
う
種
類
の
細
菌
も
多
数
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を
嫌
気
性
菌

と
言
い
ま
す
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
得
る
基
質
も
多
様
で
、
ヒ
ト
が
利
用
で

き
な
い
食
物
繊
維
を
分
解
す
る
酵
素
を
備
え
た
細
菌
も
当
然
な
が
ら
存

在
し
ま
す
。
そ
し
て
簡
素
な
構
造
の
た
め
、
持
っ
て
い
る
酵
素
の
種
類

が
少
な
く
、
食
物
繊
維
を
少
し
だ
け
分
解
し
て
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

取
り
出
し
た
ら
、
完
全
に
分
解
し
き
る
こ
と
な
く
途
中
で
体
外
に
放
り

出
し
て
し
ま
い
ま
す
。
す
る
と
、
そ
の
中
間
代
謝
産
物
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
す
る
よ
う
な
細
菌
が
ま
た
存
在
し
て
、
あ
り
が
た
く
エ
ネ
ル
ギ
ー

源
と
し
て
利
用
し
ま
す
。
ま
た
中
間
代
謝
産
物
はp
H

な
ど
周
囲
の
環

境
に
も
影
響
を
与
え
る
の
で
、
こ
う
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境
を
介
し

て
多
様
な
細
菌
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

適
の
隠
居
生
活
は
望
め
ま
い
。

故
に
、
こ
れ
か
ら
の
人
々
は
、
破
綻
確
実
な
こ
れ
ま
で
の
単
線
的
な
三
段

階
人
生
モ
デ
ル
か
ら
、
生
き
方
改
革
・
人
生
の
大
転
換
が
求
め
ら
れ
る
。

危
機
管
理
と
い
う
。
あ
る
リ
ス
ク
を
事
前
に
的
確
に
察
知
で
き
れ
ば
、
予

防
策
を
講
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
当
の
リ
ス
ク
に
敏
感
な
人
は
、
行
動
を

縮
込
め
て
し
ま
う
よ
う
な
臆
病
者
で
は
な
い
。
危
機
を
避
け
る
た
め
に
、
む

し
ろ
積
極
果
敢
に
進
路
を
変
え
、
歩
ん
で
い
け
る
勇
気
を
持
っ
て
い
る
。

三
点
目
三
番
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
三
つ
の
無
形
資
産
は
、

Ａ
生
産
性
資
産
。
所
得
を
増
や
す
要
素
で
、
起
業
の
ス
キ
ル
と
知
識
。
共
に

起
業
す
る
仲
間
・
同
志
。
本
人
の
評
判
・
パ
ー
ソ
ナ
ル
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
で

構
成
さ
れ
る
。

Ｂ
活
力
資
産
。
肉
体
的
・
精
神
的
な
健
康
と
幸
福
を
も
た
ら
す
要
素
で
、
心

身
と
脳
の
健
康
。
伴
侶
と
の
協
働
も
含
め
た
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
。
メ

ン
タ
ー
の
よ
う
に
自
己
再
生
（
失
意
か
ら
の
回
復
）
を
助
け
る
友
人
関
係
で

構
成
さ
れ
る
。

Ｃ
変
身
資
産
。
複
数
の
大
変
化
を
乗
り
越
え
て
い
く
要
素
で
、
自
分
は
何
者

で
あ
る
か
を
識
る
自
己
認
識
。
目
標
像
と
な
る
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
見
出
す

た
め
の
多
様
性
に
富
ん
だ
人
脈
。
大
転
換
に
挑
戦
す
る
た
め
の
未
経
験
に

対
し
て
開
か
れ
た
姿
勢
で
構
成
さ
れ
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

二
度
の
起
業
。
数
々
の
起
業
現
場
の
お
手
伝
い
を
し
て
き
た
経
験
か
ら

す
る
と
、
特
に
変
身
資
産
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
思
う
。
言
い
換
え
る
と

「
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
自
覚
し
た
上
で
の
変
わ
れ
る
勇
気
と
素

直
さ
で
あ
る
」
と
も
、「
ズ
ル
ズ
ル
と
凋
落
し
て
い
く
保
守
的
思
考
か
ら
の

脱
却
・
決
別
の
覚
悟
で
あ
る
」
と
も
表
現
で
き
る
よ
う
に
思
う
。

他
人
・
出
来
事
・
環
境
に
愚
痴
を
こ
ぼ
す
時
間
は
、
変
革
へ
の
歩
み
に
換

え
る
こ
と
か
ら
創
め
よ
う
、
と
思
う
。

寄
稿
『
体
と
心
と
社
会
の
生
活
習
慣
病
～
そ
の
十
六
～

』

麻
田
総
合
病
院
・
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー

井
垣

俊
郎

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

(

い
が
き

と
し
お

)

金
沢
大
学
北
溟
寮

で
、
濱
さ
ん
の
二
年
後
輩
で
し
た
。
濱
さ

ん
は
、
と
っ
て
も
怖
か
っ
た
…
。
卒
業
後

は
金
沢
を
離
れ
、
現
在
は
温
暖
な
讃
岐
高

松
で
ヌ
ク
ヌ
ク
し
て
い
ま
す
。
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細胞質

細胞壁

細胞膜
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莢膜

線毛

鞭毛



東京では陽気な日もあり、徐々に三寒四温のような天候に近づいてきました。子供たちの

中には既に半ズボンで登校している子もいます。つまり春がすぐそこまでということで

す。ついこの前まで平昌オリンピックの寒風吹きすさぶ中で競技している選手たちの活躍

に涙していたのに。。。。光陰矢のごとし、季節の移り変わりなんていうのはあっという

間です。

うちの娘もこの4月に小学校2年生です。まだあどけなく、戦隊シリーズとくれよんしん

ちゃんが大好きな7歳ですが、東京 (都会) では、すでに中学受験に向けてスタートを切る年

代のようです。田舎出身の45歳のおじさんの小学生時代と比較しても全くナンセンスなの

ですがもう7歳で“選ばれる・選ばれない”という競争社会の宿命にさらされてしまうこと

に若干不安を感じてしまいます。と勝手に子供に悲哀を感じているおっさんとは別に、子

供たちはたくましく育っています。保育園の年長時から通っている公文も、1年生のこの時

期に九九を終了し今は割り算にトライしており、それに飽きたらず、学校の友達がそろば

んに通っていると聞くと、暗算力を高めるために私も行きたいと。うーん私の血が半分

入っているのだろうか?と (笑)。ついこの前まではのんびり・ダラダラ、人との競争が嫌い

な子だったのになあ。小学生って周りの友人から影響を受けてどんどん成長していくんで

すね。もちろんいい方にも悪い方にもですが。

ふと、私の田舎の能登に生活していたらどうなっていたかなあと考えました。小学校ま

では自宅から歩いて1分もかからずそこはかなり便利ですが、遠い子だとバスで30分もか

けて登校する子もいます。クラスも1クラスでそのまま6年生まで一緒に生活し、中学校も

ひとつしかない公立にエスカレーターです。通常は9年間顔ぶれは変わりません。高校に

至っては学力や夢にあった選択をしようすると、バスで1時間以上もしくは親元を離れて高

校生活をしなければなりません。となると、親は心配をし近くの学校にしておけば?という

のが性というものです。都市部特有のギスギス感・学力による階層化 (学校やクラスが異な

る等) が存在しにくい、心おだやかな生活と言ってしまえばそうですが、将来社会に羽ばた

くための準備として捉えれるならば、あまりにも都市部に住んでいる子供達と比較して、

成長を促すための環境レベルに差があると言えます。人口動態を起因とした地域格差は経

済格差や公共サービス格差といった大人社会の話だけでなく、子供が成長する環境におい

ても大きな影響を与えています。

日本国憲法では、『 すべて国民は、ひとしく、その能力に応ずる教育を受ける機会を与

えられなければならないものであって、 人種、信条、性別、社会的身分、経済的地位又

は門地によって、教育上差別されない。』とありますが、実際はすでに機会均等とは言え

ないのかもしれません。本来人の成長過程においては、実現可能な様々な選択肢があり、

考えて選び、目標の達成に向けて努力し成し遂げる権利が等しく提供されなければなりま

せん。それは大人の社会における、自身が社会に対して価値を提供するための成長過程と

同じです。その訓練がどのタイミングでできるか?という点でやはり格差があると言えま

す。今回の娘の中学受験を検討するに地域の在り方を改めて考えさせられました。

ちなみにこの4月、お店の常連さんだった方が家族で能登に移住されます。その方の問題

意識はまさに私が今回抱いたものと同じもので、彼は能登で塾を開くそうです。塾と言う

場を通して、田舎の子供達に様々な情報提供をし考える機会を提供したいと。能登出身な

のに、地元の問題解決に何も行動を起こせていない私にとっては頭が下がる思いです。

福井県において、実際に体験したことや周囲からの伝聞、そして様々なメ

ディアからの情報を元に、現時点における論点の列挙を試みた。本号では、人

口・世帯、地域構造・土地利用、道路交通、鉄道・バス、除雪体制、ライフラ

イン、ライフスタイル・コミュニティについて記す。視点の多様性とスピード

を重視し、筆者の責任において十分な裏付けがないまま言語化、あるいは結論

を曖昧にしていることに留意されたい。建設的な批判を頂ければ幸いである。

A.人口・世帯

超高齢化、高齢者世帯増による危機 郊外化と通勤通学の広域化による弊害

集合住宅の増加による危機と有用性 単身世帯は孤立していなかったのか

B.地域構造・土地利用 道路増と足りない排雪空間、雪捨場

細街路住宅密集地域の絶望的脆弱性 生命線道路の寸断による集落の孤立

遊休地活用、空家の水道管破裂と除雪 側溝、用水路の減少と流雪溝の整備

C.道路交通

大型車のスタックで通行不能が頻発 いっけえ道路を走れの法則が通じず

高速道路は未然防止で概ね綻びなし 丸岡インターチェンジ出入口の大渋滞

国道8号4車線化事業と立往生の関係 国道158号の雪崩対策の効果と綻び

消雪パイプの効果、弱点、弊害 予見が可能だった三国油槽所の寸断

生活道路の除雪に関する責任と限界 不要不急の自動車使用による二次被害

無謀な進入や渋滞等でスタックが頻発 ホワイトアウトと転落、脱輪等事故

D.鉄道・バス

新幹線最強説と在来線の対象的な姿 地方鉄道、バスにどこまで頼るべきか

E.除雪体制 行政等の雪害対策予算と多雪リスク

国、自治体、民間の連携と役割分担 除雪事業者の経営実態と小雪リスク

除雪作業の人手不足､高齢化と過酷作業 早期の踏み込んだ交通規制は可能か

重機不足、軽油不足による稼働率低下 除雪デリバティブ等の金融工学手法

F.ライフライン 強靭だったライフライン

電気､水道､通信の断絶が起きていたら 融雪使用等による地下水位低下と断水

G.ライフスタイル・コミュニティ 車の増加と依存社会化及びその呪縛

物流・ネット通販依存による弊害 三八､五六豪雪の継承と断絶､暖冬慣れ

苦難の駐車場除雪とカーポート損壊 道具やグッズの活用、工夫、改善策

除雪豆知識と雪道ドライブテクニック 安全知識や慎重さの欠如による悲劇

除雪コミュニケーションの自然発生 声がけ、巡回、助け合い、譲り合い

地域ぐるみでの対策や訓練の必要性 排雪・駐車・お出かけ・買物マナー

地域間格差に対する不平不満が噴出 公務員叩きや除雪作業員への暴言等

節電､節水への協力と利便性のバランス 灯油やガソリンの不足と小パニック

浮き草のごとく79 福井県立大学 地域経済研究所 江川 誠一

『 克雪まちづくりに向けた論点列挙（１／２） 』

『 娘の中学受験から考える地域格差 』
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ルートからナプキンなど備品の素材にいたるまで、徹底的地元にこだわっ

ている。

ポートランドに大手ファーストフードチェーン店がないのは、住民の多

くもこうした地元企業をよりひいきにしていることが窺える。

グローサリーアウトレットが素晴らしい。賞味期限が近いもの、過剰在

庫品、マーケットテスト品といった訳あり商品を安く提供している。食品

ロス削減に一役買っているという意識もあってか、客入りも上々だ。ばら

まきの土産品の選択には持ってこい、すでに買っ

てしまった仲間からは半額で買えたぁとの声が上

がった。

今回の旅の中でのベストの食事は「Ｃｈｅｆ

Ｎａｏｋｏ」の日本食レストランだった。田村な

ほ子さんが切り盛りする店だ。海外に出た時には

あったとしても日本食は避けてきた。不味いに決まっていると思い込んで

いたからだ。でも、ここは違う。自家製のぬか漬

け、そして自家製味噌による味噌汁付き、地元の

食材を徹底的に用いたオーガニックで手作り感の

ある真面目な料理に、たまらなく嬉しくなった。

店内を見上げると、何とスダレが下がっている

のである。そのオーロラのような形状のスクリー

ンが、光をやわらかくろ過している。誰がデザインしたんだ！と思わずに

いられない。な、何と隈研吾とのこと。なほ子さんが頼んだと言うより

も、自らデザインしようと申し出てくれたとのこと。料理は人を動かす大

きな力がある。

ボブズレッドミル、全粒粉の小麦粉の製造販売、そして自家製品を食す

レストランが用意されている。朝食のバリエーションは豊富だ。パンの類

いの主食、じゃがいもと玉子の料理法、ドリンクを指定する。会話は自信

無いので、メニューシートに丸を書いて、レジで注文すると番号カードを

渡される。テーブルに着いてカード差しに番号をわかるように立てるとそ

れを目指して注文の料理が届けられるという寸法だ。ハッシュドポテトの

量の多さに閉口したが、味はよかった。特にオレンジジュースは美味し

かった。（つづく）

『富士の国から ～大魔神のたび～ 』ポートランドへの旅 2017.9.29～10.5

静岡県小山町まちづくり専門監 溝口 久

二軒のワイナリーを訪問した。ここポートランドはピノ・ノワールの産地

で品質の高さで好評価を受けている。

ピノ・ノワールとはフランスブルゴーニュ地方で有名な赤ワイン用ブド

ウのことで、カヴェルネ・ソーヴィニヨンなどと比べて栽培、醸造ともに

難しいとされる品種だ。”ロマネ・コンティ”もこのブドウ100%から生

産されている。オレゴン州はフランスとほぼ同緯度

にあることからピノ・ノワールを生産しているワイ

ナリーが点在している。

ワインは「酸味が控え目で、ベリーのほんのりと

した甘酸っぱさ、香り豊かなほうじ茶のような土の

テイスト」なんてことが書かれていたりするが、残

念ながら、小生には味を表現する言葉を持ち合わせ

ていない。

ワインの試飲は嬉しいが、それ以上に葡萄畑とそ

れを眺めながらワインを楽しむ空間が素敵だ。

今、小山町で計画しているパークゴルフ場のクラブ

ハウスも芝の緑を眺める開放的プランをウリにして

いる。

米小売り最大手のウォルマート・ストアーズは豊

富な品揃えと安さが売りだ。菓子の袋がやたらと大

きい、売っている服もビックサイズだ。買い物客も

太い人が殆ど。一方でホールフーズはその対局にあ

る。大手メーカー商品よりもプライベイトブラン

ド、余分な添加物の無い高品質なものが主流であ

る。しかもローカルファーストで地場産品へのこだ

わりは強い。お客も太過ぎている人は見かけない。

ポートランドには地元密着の企業が多く、そのほとんどがサスティナビ

リティに対して非常に高い意識を持っている。飲食店なら、食材の仕入れ


